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「
よ
り
短
く
」
か
ら
「
よ
り
柔
軟
」
へ

ド
イ
ツ
の
労
働
時
間
が
、
先
進
国
の
な
か

で
も
も
っ
と
も
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
九
五
年
に
導
入
さ
れ

た
金
属
産
業
の
「
週
三
五
時
間
労
働
」
は
ド

イ
ツ
労
働
時
間
短
縮
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
二

〇
〇
五
年
の
年
間
総
実
労
働
時
間
（
生
産
労

働
者
）
は
一
五
二
五
時
間
。
他
方
、
一
九
八

七
年
改
正
労
働
基
準
法
の
施
行
以
来
着
実
に

労
働
時
間
を
減
ら
し
て
き
た
日
本
は
一
九
八

八
時
間
。
比
較
す
る
と
依
然
四
五
〇
時
間
以

上
の
格
差
が
あ
る
（
図
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
短
く
よ
り
効
率
的
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
ド
イ
ツ
の
労
働

時
間
で
あ
る
が
、
労
働
時
間
の
長
さ
は
近
年
、

二
極
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
背
景
に
あ
る
の

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
増
加
だ
。
雇
用

労
働
者
に
占
め
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

比
率
は
、
一
九
九
一
年
に
は
一
四
％
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
二
四
・
五

％
ま
で
上
昇
し
、
女
性
就
業
者
の
四
四
％
強

が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ハ
ル
ツ
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
ミ
ニ

ジ
ョ
ブ
・
ミ
デ
ィ
ジ
ョ
ブ
が
僅
少
労
働
の
拡

大
を
促
進
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
層
の
労
働

時
間
は
短
縮
傾
向
に
あ
る
が
、
一
方
で
フ
ル

タ
イ
ム
労
働
者
は
再
び
長
く
働
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
時

間
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
週
〇
・
三
時
間
増

え
二
〇
〇
六
年
（
第
二
四
半
期
）
に
は
週
四

一
・
七
時
間
と
な
っ
た
。
ま
た
、
フ
ル
タ
イ

ム
の
男
性
就
業
者
は
四
二
・
四
時
間
で
、
女

性
よ
り
二
時
間
長
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
時
間
の

長
短
だ
け
を
目
安
と
す
る
従
来
の
均
一
な
労

働
時
間
モ
デ
ル
が
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
労
働
時
間
は
従
来
の

硬
直
的
で
「
よ
り
短
い
」
モ
デ
ル
か
ら
「
よ

り
柔
軟
な
」
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て
転
換
し
つ

つ
あ
る
。

「
柔
軟
化
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス

ド
イ
ツ
の
労
働
時
間
制
は
、
固
定
的
な
性

格
の
強
い
時
間
制
が
長
期
に
渡
り
支
配
的
な

モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
戦
後

の
労
働
時
間
短
縮
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
九
五
〇

懸
案
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
の

労
働
時
間
制
が
決
着
し
た
。
労
働
時
間

の
上
限
や
労
働
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
長

く
で
き
る
例
外
規
定
（
オ
プ
ト
ア
ウ

ト
）
な
ど
を
め
ぐ
り
議
論
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
が
、
原
則
週
四
八
時
間
を
上

限
と
し
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
適
用
条
件

も
厳
し
く
す
る
こ
と
で
一
応
の
合
意
が

な
さ
れ
た
。
欧
州
レ
ベ
ル
の
労
働
時
間

を
め
ぐ
る
議
論
は
加
盟
各
国
の
利
害
も

絡
み
単
純
で
は
な
い
。
ま
た
近
年
の
労

働
時
間
を
め
ぐ
る
議
論
は
労
働
条
件
と

い
っ
た
側
面
だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
労
働
者

お
よ
び
そ
の
家
族
の
生
活
全
体
の
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
労
働
形
態

の
多
様
化
に
伴
い
、
労
働
時
間
に
も
多

様
な
選
択
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
特

徴
だ
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
労
働
時
間

の
パ
タ
ー
ン
は
、
過
去
二
〇
年
の
間
に

劇
的
な
変
化
を
と
げ
た
。
本
稿
で
は
ド

イ
ツ
の
労
働
時
間
制
を
め
ぐ
る
議
論
の

プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
、
現
在
導
入
さ
れ

て
い
る
新
し
い
労
働
時
間
モ
デ
ル
の
一

つ
「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

資料出所 : JILPT データブック国際労働比較　2008

図　生産労働者の年間実労働時間（製造業、時系列）
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年
代
半
ば
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
。
そ
の
推

進
力
と
し
て
も
ち
ろ
ん
労
働
組
合
の
努
力
を

抜
き
に
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
間
の
順
調
な
経
済
発
展
が
幸
い
し
た
こ

と
も
無
視
で
き
な
い
。
七
〇
年
代
前
半
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
労
働
時
間
短
縮
は
一

時
的
な
停
滞
を
見
せ
る
が
、
八
四
年
の
金
属

産
業
に
お
け
る
労
働
時
間
短
縮
協
約
の
締
結

に
よ
り
こ
の
状
況
は
打
破
さ
れ
た
。
こ
の
協

約
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
金
属
産
業
労
働
者
は

そ
れ
ま
で
四
〇
時
間
だ
っ
た
週
所
定
労
働
時

間
を
三
八
・
五
時
間
に
短
縮
す
る
こ
と
を
勝

ち
取
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
組
合
側
の
勝
利
に
は
、

時
間
短
縮
だ
け
で
な
く
そ
の
後
の
協
約
交
渉

に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
テ
ー
マ
が
含
ま
れ

て
い
た
。「
柔
軟
化
」と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
事
業

所
に
お
い
て
個
別
労
働
者
あ
る
い
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
労
働
時
間
を
三
七
時
間
〜
四
〇
時

間
に
幅
の
中
で
設
定
し
、
そ
の
平
均
で
協
約

所
定
の
労
働
時
間
を
維
持
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
「
労
働
時
間
の
個
別
化
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
一
定
期
間
内
で
労
働
時
間
を
調
整

す
る
「
変
形
労
働
時
間
制
」
で
あ
る
。
こ
れ

以
降
、
ド
イ
ツ
の
労
働
時
間
協
約
交
渉
は
常

に
こ
の
「
柔
軟
化
」
の
拡
大
を
主
要
な
争
点

と
し
て
争
わ
れ
て
き
た
。

新
し
い
労
働
時
間
モ
デ
ル
導
入

の
契
機
〜
固
定
か
ら
変
動
へ

産
業
構
造
の
変
化
、
あ
る
い
は
近
年
の
急

速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
競
争
の
激

化
は
、
ド
イ
ツ
の
労
使
に
新
た
な
モ
デ
ル
の

導
入
を
促
し
た
。
す
で
に
世
界
最
高
水
準
ま

で
進
ん
で
い
た
時
短
が
ド
イ
ツ
経
済
の
足
か

せ
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
産
業
界
の
間

に
じ
り
じ
り
と
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
な
か
、
労
働
側
が
時
短
に
こ
れ
以

上
の
成
果
を
期
待
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
雇

用
確
保
や
懸
念
さ
れ
る
職
場
移
転
を
考
え
る

と
、
労
働
側
は
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面

が
増
え
て
い
っ
た
。

労
働
時
間
貯
蓄
制
度
モ
デ
ル
の
原
型
は
、

労
働
側
が
ま
だ
時
短
を
交
渉
の
旗
印
に
掲
げ

て
い
る
な
か
、
契
約
労
働
時
間
の
削
減
を
契

機
に
登
場
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
多

く
の
企
業
は
、
契
約
労
働
時
間
を
削
減
し
つ

つ
、
日
々
の
実
労
働
時
間
に
は
手
を
付
け
な

か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
契
約
上
の
労
働
時
間

と
実
労
働
時
間
と
の
間
に
乖
離
が
生
じ
始
め

る
。
こ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
労
働
時
間
を

あ
た
か
も
銀
行
預
金
の
よ
う
に
口
座
に
積
み

立
て
、
労
働
者
は
後
日
休
暇
等
の
た
め
に
こ

れ
を
利
用
で
き
る
と
し
た
モ
デ
ル
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
労
働

時
間
制
度
の
変
化
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
金

属
産
業
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
見
ら
れ
た

よ
う
な
激
し
い
労
使
対
立
の
す
え
、
労
働
側

が
勝
ち
取
っ
た
成
果
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
労
働
者
の
時
間
に
対
す
る
希
望
や
必

要
性
が
全
面
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
国
際

競
争
の
激
化
お
よ
び
低
経
済
成
長
に
よ
り
強

ま
っ
た
経
営
側
の
時
間
延
長
圧
力
と
、
リ
ス

ト
ラ
の
回
避
・
縮
小
な
ど
、
雇
用
確
保
を
優

先
し
た
い
労
働
側
の
妥
協
と
の
狭
間
で
生
ま

れ
た
産
物
と
い
う
理
解
の
方
が
妥
当
か
も
し

れ
な
い
。

制
度
の
特
徴　

「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」
と
は
、
労
働
者

が
口
座
に
労
働
時
間
を
貯
蓄
し
て
お
き
、
休

暇
等
の
目
的
で
好
き
な
時
に
こ
れ
を
使
え
る

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
従
来
の
均
等
配
分

時
間
原
則
と
は
大
き
く
異
な
り
、
通
常
の
労

働
時
間
を
変
動
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
。
一
日
の
労
働
時
間
、
週
の
労
働
時

間
は
一
定
期
間
の
幅
で
変
動
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
こ
の
変
動
が
認
め
ら
れ
る
期

間
の
幅
は
セ
ク
タ
ー
ご
と
、
企
業
ご
と
、
ま

た
は
事
業
部
ご
と
に
異
な
っ
て
規
制
さ
れ
る
。

原
則
と
し
て
、
延
長
ま
た
は
短
縮
い
ず
れ
の

方
向
へ
の
変
動
も
、
一
定
期
間
の
間
に
平
均

化
し
、
労
働
協
約
ま
た
は
個
別
企
業
レ
ベ
ル

で
同
意
さ
れ
た
平
均
労
働
時
間
と
等
し
く
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、「
労
働

時
間
貯
蓄
制
度
」
の
特
徴
を
述
べ
る
。

（
一
）
時
間
源　

口
座
に
貯
蓄
さ
れ
る
労
働

時
間
の
も
っ
と
も
一
般
的
な
時
間
源
は
残
業

時
間
で
あ
る
。
休
暇
期
間
や
シ
フ
ト
労
働
お

よ
び
夜
勤
に
伴
う
追
加
的
な
労
働
時
間
な
ど
、

そ
の
他
の
時
間
ソ
ー
ス
は
あ
ま
り
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
な
い
。

（
二
）
清
算
期
間　
「
口
座
の
三
分
の
二
は
、

最
長
で
も
一
年
以
内
に
残
高
を
清
算
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
し
た
規
定
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
基
本
的
に
短
い
清
算
期
間
を
規
定
す

る
こ
と
の
多
い
残
業
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

が
時
間
源
の
大
半
を
占
め
る
こ
と
に
よ
る
。

（
三
）
貯
蓄
上
限
時
間　

口
座
の
多
く
（
全

口
座
の
五
分
の
四
）
が
貯
蓄
可
能
な
上
限
時

間
を
規
制
し
て
い
る
。
利
用
時
間
の
上
限
を

規
定
し
て
い
る
比
率
は
そ
れ
よ
り
も
少
し
高

い
。
平
均
貯
蓄
上
限
時
間
は
九
〇
時
間
を
超

え
る
一
方
で
、
平
均
利
用
上
限
時
間
は
六
〇

時
間
を
下
回
っ
て
い
る
。

（
四
）
口
座
の
利
用
方
法　

短
期
間
の
休
暇

以
外
の
利
用
方
法
と
し
て
、
特
定
の
理
由
の

な
い
長
期
的
な
休
暇
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い（
労
働
時
間
口
座
の
あ
る
企
業
の
六
三
％
）。

教
育
時
間
口
座
の
導
入
は
件
数
が
少
な
く

（
企
業
の
一
五
％
）、
導
入
さ
れ
て
い
て
も

主
に
例
外
的
な
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
種
の
賃
金
要

素
（
特
別
手
当
や
ボ
ー
ナ
ス
）
な
ど
も
貯
蓄

時
間
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
企

業
（
労
働
時
間
口
座
と
事
業
所
委
員
会
の
双

方
が
あ
る
）
の
一
四
％
で
は
、
従
業
員
は
労

働
時
間
を
貯
蓄
し
て
、
早
期
引
退
を
す
る
こ

と
が
可
能
。

（
五
）
規
制
方
法　

事
業
所
委
員
会
の
設
置

さ
れ
て
い
る
企
業
に
お
い
て
、
労
働
時
間
口

座
か
ら
の
時
間
の
引
き
出
し
が
従
業
員
と
上

司
と
の
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の

が
六
七
％
、
同
僚
の
同
意
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
の
は
三
〇
％
で
あ
る
。

（
六
）
有
効
期
間　

労
働
時
間
口
座
の
す
べ

て
で
、
口
座
に
貯
蓄
さ
れ
た
実
労
働
時
間
が

金
銭
的
な
形
や
強
制
的
な
自
由
時
間
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
民
間
部
門
企
業
の
五
社
に
一
社

（
二
一
％
）
に
お
い
て
、
清
算
期
間
を
超
過

し
た
貯
蓄
時
間
は
効
力
を
失
う
規
定
に
な
っ

て
い
る
。

（
七
）
倒
産
に
対
す
る
保
障
措
置　

倒
産
時

に
労
働
時
間
口
座
を
保
護
す
る
規
定
の
あ
る

企
業
は
わ
ず
か
四
社
に
一
社
で
あ
る
。
長
期

口
座
を
導
入
し
て
い
る
企
業
で
は
、
こ
の
比

率
が
四
四
％
に
ま
で
上
昇
す
る
。

普
及
状
況　

さ
て
、
こ
う
し
た
制
度
は
現
在

ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
普
及
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
同
制
度
の
普
及
状
況
は
、
企
業
規

模
、
産
業
セ
ク
タ
ー
間
で
大
き
く
異
な
る
。

も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
セ
ク
タ
ー
は
金
融

部
門
（
八
五
％
）
で
あ
り
、
他
方
、
卸
売
部

門
で
は
普
及
が
遅
れ
て
お
り
五
〇
％
を
下
回

っ
て
い
る
。
現
在
企
業
全
体
の
約
三
分
の
二

が
、何
ら
か
の
形
で「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」



特集―働き方の改革「元年」

Business Labor Trend 2008.8

32

を
導
入
し
て
い
る
よ
う
だ
。
同
制
度
を
利
用

で
き
る
労
働
者
が
全
労
働
力
人
口
に
占
め
る

比
率
は
こ
の
数
字
よ
り
も
若
干
低
い
と
推
測

さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
五
〇
％
を
超
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る（
１
）。

　

労
働
時
間
口
座
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
の
た

め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
短
期
口
座
は
、
残

高
を
一
年
以
内
に
清
算
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、

現
在
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
。

他
方
、
七
％
の
企
業
は
長
期
口
座
を
導
入
し

て
い
る
。
長
期
口
座
を
導
入
し
て
い
る
企
業

は
全
労
働
人
口
の
一
八
％
を
雇
用
し
て
い
る

が
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
従
業
員
の
す
べ
て
が

長
期
口
座
を
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い

（
２
）。
先
行
す
る
化
学
業
界
に
続
き
、
鉄
鋼

業
界
が
長
期
口
座
を
容
認
し
た
た
め
、
将
来

的
に
は
長
期
口
座
の
普
及
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト　

新
し
い
モ
デ
ル
の

導
入
に
よ
り
、
企
業
と
従
業
員
は
通
常
の
労

働
時
間
の
強
い
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
従

業
員
は
時
間
を
積
み
立
て
、
職
場
外
で
の
活

動
に
自
由
に
使
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

他
方
、
企
業
は
労
働
需
要
の
短
期
的
な
変
動

に
対
応
す
る
自
由
度
が
高
ま
り
、
残
業
に
必

要
な
手
続
き
や
追
加
的
な
手
当
の
支
払
い
な

ど
の
制
約
を
受
け
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
人
材
活
用
の
柔
軟
度
が
向
上
し
、

内
部
柔
軟
性
の
幅
が
拡
大
し
た
。
労
働
需
要

が
変
動
し
て
も
、
企
業
は
投
入
す
る
労
働
力

の
調
整
を
、
従
業
員
数
で
は
な
く
労
働
時
間

の
調
整
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」
は
労
使

双
方
に
利
点
を
提
供
す
る
制
度
だ
と
言
え
る
。

以
下
、
メ
リ
ッ
ト
を
列
挙
し
て
み
る
。
①
投

下
労
働
力
量
を
変
動
す
る
労
働
需
要
に
合
致

さ
せ
、
残
業
や
残
業
手
当
の
発
生
を
回
避
し
、

在
庫
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
、
休
止
時
間
を
削

減
し
、
労
働
強
度
の
改
善
を
実
現
す
る
。
②

季
節
的
・
周
期
的
な
需
要
の
変
動
に
、
コ
ス

ト
の
上
昇
（
雇
用
コ
ス
ト
、
解
雇
コ
ス
ト
）

や
生
産
性
の
悪
化
を
も
た
ら
す
従
業
員
数

（
熟
練
労
働
者
の
維
持
と
企
業
特
有
の
人
材

育
成
）
の
増
減
な
し
に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
③
従
業
員
の
視
点
か
ら
は
、
自

ら
の
時
間
主
権
を
向
上
さ
せ
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
必
要
条
件
を
改
善
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
④
職
場
外
の
生
活
に

お
け
る
突
発
的
な
出
来
事
に
対
応
す
る
時
間

を
提
供
す
る
。
⑤
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
の
よ
う
な

長
期
休
暇
を
可
能
に
す
る
。
⑥
継
続
的
訓
練

の
期
間
を
長
期
化
で
き
る
。
⑦
高
齢
労
働
者

の
早
期
引
退
を
可
能
に
す
る
。

制
度
の
評
価
、
問
題
点　

し
か
し
な
が
ら
一

方
で
、
こ
の
制
度
は
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
制
度
利
用
者
間
に

生
じ
る
不
均
衡
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
発
生
す
る

ケ
ー
ス
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
労
働
者
自
身
も
、

制
度
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
の
選
択
を
要
求
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
貯
蓄
し
た
時
間
を
、
短
い
自
由
時

間
に
利
用
す
る
か
、
職
業
訓
練
の
継
続
に
利

用
す
る
か
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
利
用
す
る
か
、

早
期
引
退
の
た
め
に
利
用
す
る
か―

―

な
ど

で
あ
る
。
画
一
的
な
通
常
の
労
働
時
間
と
違

い
、職
場
外
の
活
動
の
必
要
に
応
じ
て
、日
々

の
労
働
時
間
の
長
さ
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
自
ら

調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
見

し
て
自
由
度
が
広
が
る
利
点
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
時
と
し
て
労
働
者
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
。
他
方
、
企
業
が

投
下
労
働
力
を
市
場
の
需
要
変
動
に
適
合
さ

せ
る
目
的
で
労
働
時
間
口
座
を
利
用
す
る
場

合
、
従
業
員
の
自
由
度
は
小
さ
く
な
る
事
態

を
招
く
。
つ
ま
り
「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」

は
、
標
準
的
な
労
働
時
間
と
比
較
す
る
と
時

間
編
成
の
自
由
度
が
大
き
い
た
め
、
長
所
と

短
所
を
構
造
的
に
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の

制
度
の
導
入
は
労
働
者
に
期
待
と
不
安
の
双

方
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
従
業
員
を
対

象
と
し
た
調
査（
３
）
に
よ
る
と
、
今
の
と
こ

ろ
利
用
者
の
大
多
数
は
こ
の
時
間
管
理
に
関

す
る
潜
在
力
を
プ
ラ
ス
と
評
価
し
て
い
る
よ

う
だ
。
反
対
の
評
価
を
し
て
い
る
の
は
ご
く

少
数
（
一
九
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
事

業
所
委
員
会
委
員
を
対
象
と
し
た
調
査（
４
）

に
お
い
て
は
、
多
く
が
労
働
時
間
口
座
の
導

入
に
よ
り
通
常
の
労
働
時
間
制
度
と
比
較
し

て
、
個
人
の
時
間
管
理
の
自
由
度
が
拡
大
し

た
と
回
答
し
て
い
る
（
七
四
％
）。
反
対
の

意
見
を
述
べ
た
事
業
所
委
員
会
委
員
は
き
わ

め
て
少
な
い
（
六
％
）（
５
）。

柔
軟
性
と
交
渉
の
分
権
化　

こ
の
よ
う
な
労

働
時
間
制
度
の
変
化
は
、
手
続
き
上
の
変
化

を
促
す
。
従
来
の
標
準
的
な
労
働
時
間
は
企

業
横
断
的
な
産
業
別
の
団
体
交
渉
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
労
働
時
間
貯

蓄
制
度
」
の
よ
う
な
柔
軟
な
制
度
は
、
個
別

企
業
ご
と
の
決
定
の
自
由
度
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
労
働
時
間
の
柔
軟
化
は
労
使
関

係
の
分
権
化
と
並
行
し
て
進
行
し
た
。

ド
イ
ツ
の
労
使
関
係
は
二
元
的
に
構
成
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
企
業
横
断
的
に
産
業

別
に
組
織
さ
れ
た
労
働
組
合
と
使
用
者
の
団

体
交
渉
に
よ
る
協
約
自
治
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
事
業
所
レ
ベ
ル
で
の
使
用
者
と
事
業

所
代
表
委
員
会
と
の
共
同
決
定
制
度
に
よ
る

事
業
所
自
治
で
あ
る
。
こ
の
二
元
的
労
使
関

係
で
は
協
約
自
治
が
優
先
さ
れ
る
。

し
か
し
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九

八
四
年
の
労
働
協
約
の
際
に
、週
平
均
三
八
・

五
時
間
に
な
る
こ
と
を
条
件
に
、
個
別
な
い

し
一
部
の
労
働
者
の
労
働
時
間
を
、
一
定
の

幅
の
中
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

こ
れ
は
本
来
、
労
働
時
間
の
長
さ
は
労
働
協

約
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
部
労
働
者
の
週
労
働
時
間
を
事

業
所
決
定
に
委
ね
た
こ
と
に
な
る
。

「
労
働
時
間
貯
蓄
制
度
」
の
導
入
は
さ
ら

に
、
企
業
の
労
働
時
間
決
定
で
の
柔
軟
性
の

幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
団
体
交
渉
の
分
権

化
を
も
促
進
し
た
。

従
来
、
労
働
時
間
の
長
さ
は
労
働
協
約
の

専
権
事
項
と
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
柔
軟
な
労
働
時
間
制
度
モ
デ
ル

の
導
入
は
、
労
働
時
間
が
労
働
協
約
の
規
制

か
ら
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
理
解
は
表

面
的
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
団
体
交
渉
に
よ
っ

て
規
制
さ
れ
た
条
件
に
適
合
し
た
形
で
、
企

業
レ
ベ
ル
で
実
際
に
編
成
さ
れ
る
と
い
う
点

で
、
従
来
の
枠
組
み
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
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む
し
ろ
新
た
な
モ
デ
ル
で
は
、
従
来
の
標
準

的
な
労
働
時
間
に
比
べ
、
団
体
交
渉
に
よ
る

規
制
の
強
度
は
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
側
面

も
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
新
た
な
労
働
時
間

モ
デ
ル
は
「
規
制
さ
れ
た
柔
軟
性
」
と
表
現

し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
交
渉
の
分
権
化
は
、
労
働
時
間
管

理
に
対
す
る
従
業
員
の
立
場
を
弱
体
化
す
る

可
能
性
を
は
ら
む
。
つ
ま
り
、
労
働
者
の
時

間
主
権
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
側
面
と
と
も

に
、
企
業
の
意
思
が
時
間
管
理
を
左
右
す
る

大
き
な
要
素
と
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
以
上
の
よ
う
な
両
義
性
に
留
意
す
べ
き

だ
ろ
う
。

〔
注
〕

１ 

．D
ercks/ H

eikaus

（
二
〇
〇
五
）
及
びG

ross/

S
chw
arz

（
二
〇
〇
六
）

２
．H

ildebrandt/W
otschak

（
二
〇
〇
六
）

３
．B

auer

（
二
〇
〇
四
）

４ 

．
Ｗ
Ｓ
Ｉ
事
業
所
委
員
会
委
員
調
査
（
一
九
九
九―

二

〇
〇
〇
）

５ 

．
た
だ
し
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
全
般
的
な
傾
向
を
表
す

に
過
ぎ
な
い
。
事
業
所
委
員
会
委
員
は
、
企
業
を
代
表

す
る
回
答
者
と
し
て
、
自
社
の
従
業
員
に
関
す
る
平
均

的
な
印
象
を
提
供
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
し
か
も
自

ら
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
時
間
主
権
の
程
度

を
過
大
評
価
す
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
従
業
員

は
、
労
働
時
間
口
座
に
対
し
や
や
批
判
的
な
態
度
を
示

し
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
（M

unz 

二
〇
〇
六
）。

【
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出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る
目
的

で
、
二
〇
〇
七
年
一
月
に
政
府
が
連
邦
助
成

金
と
し
て
「
両
親
手
当
」
を
導
入
し
て
以
降
、

一
年
半
が
経
過
し
た
。
ド
イ
ツ
家
族
省
は
六

月
一
一
日
、
〇
八
年
第
一
四
半
期
の
両
親
手

当
認
可
に
占
め
る
父
親
の
割
合
が
五
分
の
一

に
達
し
た
と
発
表
。こ
れ
を
受
け
て
フ
ォ
ン
・

デ
ア
・
ラ
イ
エ
ン
家
族
相
は
、「
父
親
に
よ
る

育
児
参
加
の
拡
大
を
象
徴
す
る
も
の
」
な
ど

と
語
っ
て
お
り
、
同
制
度
は
父
親
の
育
児
休

業
取
得
の
突
破
口
を
開
い
た
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
父
親
が
取
得

し
た
の
は
最
短
期
間
の
二
カ
月
が
大
半
で
、

本
格
化
に
向
け
て
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
だ
。

「
両
親
手
当
」
の
導
入
に
よ
り

父
親
の
育
児
休
業
取
得
が
増
加

ドイツ
表　2007 年の新生児に対する両親手当申請（認可実績）

連邦州・都市州

2007年の出生児に対する
両親手当申請（認可件数） 父親の割合（％）

2008年
第1四半期

2007年1月か
ら2008年3月

まで
2008年
第1四半期

2007年1月か
ら2008年3月

まで

バーデン＝ヴュルテンベルク州 23,504 93,884 14.1 11.5

バイエルン自由州 22,688 117,393 23.1 14.5

ベルリン 7,789 32,571 20.4 15.0

ブランデンブルク州 4,114 20,491 22.5 13.9

ブレーメン 934 5,597 17.8 11.4

ハンブルク 3,768 17,350 20.4 13.3

ヘッセン州 10,396 55,595 19.0 11.9

メクレンブルク＝フォアポンメルン州 2,111 13,685 24.3 11.5

ニーダーザクセン州 12,218 67,836 18.4 11.0

ノルトライン＝ヴェストファーレン州 33,456 157,394 15.9 11.1

ラインラント＝プファルツ州 6,478 32,721 16.5 10.7

ザールラント州 1,416 7,153 7.3 6.4

ザクセン自由州 8,433 36,554 22.4 12.7

ザクセン＝アンハルト州 3,277 18,394 21.1 11.0

シュレースヴィヒ＝ホルシュタイン州 4,268 24,004 18.8 10.7

テューリンゲン自由州 3,360 18,999 22.9 13.4

合計　（ドイツ全土） 148,210 719,621 18.5 12.1

ベルリンを除く旧西ドイツ地域 119,126 578,927 17.6 11.9

ベルリンを除く新州 21,295 108,123 22.5 12.6

2008年6月11日連邦統計局新聞発表資料
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父
親
の
申
請
が
増
加

両
親
手
当
は
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る
一

方
の
親
に
対
し
最
長
一
二
カ
月
払
わ
れ
る
。

両
親
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
に
、
こ

の
手
当
は
さ
ら
に
二
カ
月
加
算
さ
れ
、
合
計

で
一
四
カ
月
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
申

請
に
基
づ
き
、
父
親
七
カ
月
、
母
親
七
カ
月

な
ど
の
支
給
方
法
も
可
能
と
し
て
い
る
。
ひ

と
り
親
の
ケ
ー
ス
で
は
一
四
カ
月
支
給
。
支

給
額
は
月
額
一
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
上
限
に
、

受
給
者
の
直
近
一
二
カ
月
の
平
均
純
所
得
の

六
七
％
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

制
度
は
、
就
業
し
て
い
な
い
親
に
も
適
用
し

て
い
る
が
、
支
給
額
は
就
業
者
に
比
べ
ず
っ

と
低
額
で
、
月
額
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
（
一
二
カ

月
間
）
と
な
る
。

連
邦
統
計
局
は
六
月
一
一
日
、
新
制
度
導

入
後
の
二
〇
〇
七
年
の
新
生
児
全
体
に
対
す

る
同
手
当
の
認
可
状
況
を
、
①
〇
七
年
一
月

〜
〇
八
年
三
月
ま
で
の
実
績
②
〇
八
年
第
一

四
半
期
実
績―

に
分
け
て
公
表
し
た
（
前

頁
表
）。
〇
八
年
第
一
四
半
期
の
実
績
に
よ

れ
ば
、
父
親
へ
の
認
可
は
全
体
の
一
八
・
五

％
。
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
東
部
の
父
親
に
よ
る

申
請
が
顕
著
で
、
全
州
で
認
可
割
合
が
二
〇

％
を
上
回
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ラ
イ
エ

ン
家
族
相
は
、「
両
親
手
当
受
給
者
に
占
め
る

父
親
の
割
合
が
一
八
・
五
％
に
及
ん
だ
の
は
、

ド
イ
ツ
に
家
庭
革
命
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

の
象
徴
だ
。
よ
り
多
く
の
父
親
が
子
供
た
ち

と
過
ご
す
時
間
を
求
め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の

父
親
は
家
庭
参
加
を
望
ん
で
い
る
」
な
ど
と

同
制
度
に
よ
る
成
果
を
強
調
し
た
。

だ
が
、
〇
八
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る
父

親
へ
の
認
可
比
率
の
上
昇
は
、
父
親
の
申
請

数
の
増
加
に
加
え
、
〇
七
年
生
ま
れ
の
新
生

児
に
対
す
る
母
親
の
申
請
数
が
、
前
年
に
既

に
認
可
済
み
で
あ
る
た
め
に
減
少
し
た
こ
と

に
も
起
因
す
る
。
〇
七
年
一
月
〜
〇
八
年
三

月
実
績
に
よ
れ
ば
、
全
体
で
約
七
万
二
〇
〇

〇
件
に
及
ん
だ
両
親
手
当
の
認
可
の
う
ち
父

親
の
割
合
は
一
二
・
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
そ
の
内
訳
を
み
て
も
、
出
産
前
に
就
業

し
て
い
た
母
親
の
八
五
％
が
一
二
カ
月
間
の

手
当
認
可
を
受
け
た
の
に
対
し
、
同
じ
く
子

供
の
誕
生
前
に
就
業
し
て
い
た
父
親
の
う
ち

一
二
カ
月
間
の
手
当
認
可
を
得
た
の
は
一
〇

人
に
一
人
に
と
ど
ま
り
、
二
カ
月
間
の
み
の

手
当
を
選
択
し
た
割
合
が
三
分
の
二
を
占
め

た
。
無
業
の
両
親
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
二

カ
月
間
の
手
当
認
可
を
受
け
た
母
親
の
割
合

は
八
九
％
、
父
親
で
は
一
二
カ
月
間
が
五
〇

％
、
二
カ
月
間
が
三
〇
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

手
当
の
認
可
を
受
け
た
母
親
に
占
め
る
出
産

前
就
業
者
の
割
合
は
五
二
・
五
五
％
、
父
親

に
つ
い
て
は
七
七
％
で
あ
っ
た
。

出
生
率
、
若
干
上
昇

両
親
手
当
は
そ
も
そ
も
、
連
立
政
権
を
率

い
る
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
、
イ
タ

リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
と
並
ん
で
欧
州
諸
国
中
も

っ
と
も
低
水
準
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
出
生
率
の

改
善
を
目
指
し
て
導
入
し
た
も
の
だ
。
メ
ル

ケ
ル
首
相
は
、
少
子
化
を
同
国
の
喫
緊
の
課

題
に
位
置
づ
け
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援

を
誓
約
し
て
い
た
。
父
親
側
の
育
児
休
業
取

得
を
推
進
す
る
制
度
設
計
の
狙
い
は
、
両
親

に
よ
る
育
児
責
任
分
担
を
可
能
と
し
、
女
性

の
職
場
復
帰
を
促
し
、
出
産
が
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
弊
害
に
な
る
と
い
っ
た
意
識
を
緩
和
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。

家
族
省
に
よ
る
と
、
両
親
手
当
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
〇
七
年
の
出
生
率
は
一
・
四
と

過
去
一
七
年
間
で
最
高
値
と
な
っ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
上
昇
幅
は
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
六
月
一
二
日
、

一
層
の
出
生
率
の
改
善
を
目
指
し
、
児
童
手

当
及
び
児
童
扶
養
控
除
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
家
族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
措

置
を
導
入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

【
資
料
出
所
】

連
邦
統
計
局
新
聞
発
表
資
料（
二
〇
〇
八
年
六
月
一
一
日
）
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